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240@　　　　古代躰の暦蹴て　　　　隷勧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
春と秋との，紳代に於ける記事はこれ丈けなのである．
勅贈として佐保鋤鰍があるが・佐野は，奈二代1こ魏掌る煽
ぜられた如申であるけれど・難のEi［li’（iLiよなく，秋の立礁曙す面白勺磯
の紳である・佐保の名は・もと大和の地名であって・恰も奈良の東に當るので，
加吐で穐東に照する虞から出て居る様筋る（矢繕三三職）嚇触
集，好忠の歌に
　　　　　　　　　　　　　　　　　はた　　『佐保姫の　おもかげさらす　おる機の
　　　　　霞たちたる　春の野島かな』
とある　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　さがは叉・開化天皇（皇紀504一563）は，　一Ut〈日之伊9’［‘’P」の宮にまPまして，天下嫡
治めになられた・要するに溶は一年の初めであり，籾）初めを知ることは，
遠い献の昔より・農耕雄み，叉・喘の生瀧勤上にも，最も必要恥
とであって・野山鵬が立つの醐て・人々は“春蘇た”こと蜘り・年幅
まるの蜘つたのであった・天勅翻來・今磯る春日祭は・」・代に・旋，
’春日の御祝をした遺習であるとも考へられるのである．（皇紀2600年5月1日）
時　　計　　雑　　話
　夏と冬とで時間が狂ふ
森 拾
に甥篇周轟灘鋼重撫熟熟との疎い隔
この嚇計や懐嚇計は・何石入りだといふことはよく口に凱とaろで
す・撚魔石を醐することは，鰍の礫髄高め藷礎防止するため
であるとと齢賦すまでもないと折すカ：・阪噺に膨くとも7個の右
を用ひ・10石，11石，15石・16石，17石・19石，21石，23碍と入れてあるも
のもあります・しかし逆に石が卿から必・す三三計とは中されなし・・Eilt，
石の認識臨よつて違ふから“C“す・月二二や，桝時計のブ・きさ画すた
めに「型」と「サイズ」の二語習月ひます・「型一脚吹洲系のff寺計を呼潮合，
「サイズ」は糊製の時計に蹴て斤」岬胎「剰や「サイズ」を計磁準
は・ともに・下沼板，［」Pt・文字板の胤面の雌でT一型は2・25眺に勘
ます・「サイズ」の旧り1門番で1肋30分ノ5を琳とし・その後のサイズla
30分ノ1吋を1香とします．（第256頁へ）
2ss 各地よbのたよb 天界230
何だか・撚がら見ると・二期もy“＊カ’したやう蜆えますが・よく見画
けば・決して其んなものではありません・第234號が倍大號となってみるのと
“一主j”や“二月號”が今までより1ケ月早く獲行されてるるのとが，改めら
れる勲す・鯛た”　rc何の御迷惑をかけてゐ齢トリ・クを跨下さh．　Q
行日を4－5日攣へたのは・名目上，2ケ月も以前に畿行される形式を一一寸敗め
ただけです．
　（第240頁より）
　以前よく・この時計は何回修理してある等といふことを聞きましたが・それ
は胴と雛ρ合符號として側吻」まれてある線の蹴見て修聴に刻ま身・たも
のだといふことなのですが・全く妙な宣傳をしたものです・最近かかる愚を耳
にせぬことは科學日本人の一面目とも言ひ・得ませう・一昨年元旦から満洲も中
央標準時に歩調を合すことになりましたが・これは明治9年秋頃から東経135凌
の子午線の「剛を標ゴ塒とし旧糎國一嘘般［C・こ嚇制によることにさ嫉
もので・これと今一つ東経120度の子午線上の「時…」を西部標準時とし・明治29
年1月1日から豪厨地方一帯において使用するととになったのです・文・雨蓋の
高くなるに二って時計D振子の振り方が速くなり，時間が進むものだとv、ふト
とを知っておいて戴きたい・赤道附近では緯度1度攣ったために・振子の受け
る影響は24時間に付1秒弱から4秒四丁ですが・二二の主要二間の例を畢げまN
と・二三崎間（差2度56分目＝24時瀞こ付10秒・東下鯛（差6度7分）＝・・24a9
問に付24秒．
　その他，：夏と冬とで時間が狂ふといふことを聞きますが，とれは天府輪を孕
一の金蜀で作りますと・温度が昇れば膨脹して直径が大になり・從って週期が
大きくなり・時計が遅れ・温度が降った時には・その反封に進みます・例へぱ
夏と冬とで温度の差癬氏25度とすれば・：夏において正しく合ってみた時計は，
冬になると1日に6分以上も進むことになります・かやうな温度による攣化を溝
却するために，所謂切り天府なるものが工夫されたのであります；：農後に時報
について一言・郵便局と鐵道は從來毎日（日曜・祭日を除く）正午3分前に電鈴が
なり始め，正午に東京天文毫で自働報時機へ通する電線を漸つと全國一面に電
鈴が止む．この時が正午ですから・正確に時計を合はせようとするには，その
電信係に行ってこの電鈴を聞くことでしたが，ラヂオの出現以來これを家庭に
逸ってくれて，みながらにして聞き得るやうになりました．随って現在ではう
ヂオの正午の時報を最も正確なものと承知さるることです．電話での時報で何
秒といふ正確さをテストしょうとする人が往kありますが・概略の時報以外に
は役立たぬものであります．
